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文部科学省 2007 ～ 2009 年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」（現代 GP）採択
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　　 龍谷大学「大津エンパワねっと」は学生と地域が

　　協働してまちづくりに取り組むプログラムです。

×
➡ ➡

エンパワ 4期生『地域エンパワねっとⅡ』、
　　　　　　         本格的にスタートしました！

第 7回

ホンモノの異文化体験がここに
　学生たちは、口を開けば「コミュニケーション

力を身につけたい」と言います。ですが、ネット

や携帯を使いこなすのはもちろんのこと、“空気を

読む ”技術に至るまで実は超一級。足りないのは唯

一、異世代や異文化との出会いの経験値です。

エンパワねっとの活動では、世代や経験の異なる

地域の皆さんとの間で、真剣勝負の交渉や擦り合

わせが続きます。 
（社会学部  
　　ｺﾐｭﾆﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科）

授業担当の

次回は･･･
　“ 腰掛け ” の語学留学では得られないホンモノ

の異文化体験の場が、ここにはあるのです。

　じゅ
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COLUM
N スケジュール・お知らせ

月

  25 日 ( 金 )：大津エンパワねっとを進める会（中央 )

  30 日 ( 水 )：大津エンパワねっと運営委員会 （学内）

12 日 ( 土 )：『大学と地域をつなぐ特別講義Ⅱ』
                                                                   （瀬田東  まち歩き）

TOPICS
STEP 3

取り組み途中経過『地域 Ⅱ』
第4期生

　築地  達郎 先生

5

※

瀬田東学区
大津エンパワねっとを進める会
　　　　　　　　委員の方

新・大津エンパワねっと運営委員メンバー紹介NEWS

おかげさまで
大津エンパワねっと、
6年目をむかえました。

𠮷田 竜司
社会学科

①社会変動論（都市型の伝統的祭礼
　の歴史研究を通じて、祭りの政治
　経済論の構築を目論んでいます）
②学科横断型・地域連携という、社
　会学部ならではのユニークなプロ
　グラムです。
③他学科の学生さんや、大学外の大
　人たちといった、「異質な他者」と
　の交流を楽しみながら、「人生の経
　験値」を上げていきましょう！　

6 名の新しい運営委員のメンバーを紹介！
新メンバーの先生方に
コメントをいただきました！
（皆さん社会学部の先生方です）

①専門（科目）

②大津エンパワねっとについて

③学生に向けてひと言

年度初めということで･･･

表現力
自分の考えをしっかり
と地域の方に伝え
られるようにする。

当事者意識
商店主さんの
やる気を応援し、
活気のある居心地の
良い商店街を
目指す。

よりつながりを
学生ならではの視点を活かし、
「地域の方が参加したい！｣と
思えるように、伝統的な行事を
通して、よりつながりが
深まるよう協力したい。

意識の転換
活動に必死で

反省ばかりしていたが、
町の人に目を向けて
考えることを覚えた。

臨床福祉学科

ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

樽井 康彦

ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

笠井 賢紀古賀 和則
よし　のり

臨床福祉学科

松島 恵介

①宗教学・宗教社会学
②大津エンパワねっとには２種類の
　コミュニティがあります。
　一つは地元大津です。もう一つは
　学生同士、学生と地元の間のコミュ
　ニティです。活動を通して、これ
　らのリアルなコミュニティの構築、
　活性化を目指すものです。
③関わることは育てられていること。

①生活史法による調査
②昨年度末の報告会を見て、学生が
　しっかりと報告をしていることと、
　地域の方々が足を運んでくださっ
　ていることに感銘を受けました。
③地域の方々と大学が協力・支援し
　てこのような機会があるのは貴重
　なことです。この機会を生かして、
　皆さん自身もぜひエンパワされて
　ください。

松溪 憲雄
まつ  たに

①社会保障論
②社会学部全体で取り組んでいる、
    授業ですし、事業です。
③「学生時代に、何をやって来たか」 と
　いう質問は、就活の際に、よく聞か
　れる質問です。「バイトを頑張って
　いた」という答えに、私は、あまり
　感心しません。「大津エンパワねっ
　とを頑張っていた」という回答をす
　るのも、良いのではないでしょうか。

①心理学など
②③大津は、ゆっくりと歩いてみるこ
　とで魅力を発見できる街だと思いま
　す。大学と駅とのあいだでも、とき
　にはゆっくり、いろいろと寄り道や
　まわり道をしながら歩いてみてくだ
　さい。授業だからと特別に身構える
　のではなく、そういう日常の時間の
　延長にこの取り組みがあるとよいの
　ではないかな、と思います。

①障害者福祉
②③大津エンパワねっとの活動は、　
　地域の方々と共に課題を発見し、　
　答えを創りだしていけるところが
　素晴らしいと思います。学生の皆
　さんには、そのような創造的な過
　程を通して、社会について多くを
　学んでほしいと思います。4 月に着
　任したばかりですが、よろしくお
　願いいたします。

地域福祉学科

14 日 ( 月 )：大津エンパワねっとを進める会（瀬田東）
16 日 ( 水 )：エンパワねっと相談会（学内・昼休み）

交渉力
　地域のニーズと自分たちの
やりたいことをうまく擦り合わ
せていけるような企画力、
　交渉する力を
　　身につける。

伸ばす
地域のプラス面を
さらに伸ばしていける
ような活動を
したい。

企画にとらわれない

　ただ企画をやるだけではなく、
何を得るのかを考えていきたい。
　成果をいろいろなツールで
　地域の方に伝えていきたい。

　地域のこと、チームで動くということ、地域の方々と協働するということ …『地域エンパワ
ねっとⅠ』を終え、いろんなことが少しづつ分かり 始めたエンパワ 4期生たち。
　今の気持ち、『地域エンパワねっとⅡ』への思いをキーワードで表し、仲間と共有しました。

『地域エンパワねっと

Ⅱ』では、『地域エン

パワねっとⅠ』で地域

の方々とともに発見し

考察した課題につい

て、その「解決」のた

めの具体的な企画を立

案、実施していきます。

※エンパワ 4期生･･･前年度後期から『地域エンパワねっとⅠ・Ⅱ』に取り組んでいる学生たちです。

自分自身について

連携
人の意見をしっかりと
聞くことができなかった。
連携をはかり、もっと
全員で協力して

　　　進めていきたい。　　

目的意識

相手が求めていることを常に
考える。地域と協働していく
　というエンパワの主旨を
　　　常に意識する。

私がこれから取り組みたいことは

各団体のつながりが
深まれば大きなエネルギーに
なって大津を盛り上げられる
のではないかと思った。

ヨコのつながり

地域課題について

地域の高齢化

地域活動に参加している人の
ほとんどが 65 歳以上の高齢者
で若い人（特に男性）が
少ないことを知った

住民同士が
仲良くなる
機会がない。

希薄

私がエンパワⅠで得たものは

ぶれない
企画ありきにならない。
目的からぶれない
　ように、調整能力
　　を身につける。

11 日 ( 金 )：『地域エンパワねっとⅡ』全体授業

17 日 ( 木 )：『大学と地域をつなぐ特別講義Ⅱ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （社会学科）


